「満州事件費」はどのように使われたか(2) by 平井 廣一































































































歩兵第４連隊 長春 連隊本部 第１・第２大隊 第１～第３・第５～第７中隊 機関銃隊
歩兵第29連隊 奉天 連隊本部 第１・第２大隊 第１～第３・第５～第７中隊 機関銃隊
歩兵第15旅団司令部 遼陽
歩兵第16連隊 遼陽 連隊本部 第２・第３大隊 第５～第７・第９～第１1中隊 機関銃隊
歩兵第30連隊 旅順 連隊本部 第１・第２大隊 第１～第３・第５～第７中隊 機関銃隊
騎兵第２連隊 公主嶺 連隊本部 第１中隊





歩兵第４連隊留守隊 仙台 留守隊本部 第３大隊 第９～第11中隊 学校服務
歩兵第29連隊留守隊 若松 留守隊本部 第３大隊 第９～第11中隊 学校服務
歩兵第16連隊留守隊 新発田 留守隊本部 第１大隊 第１～第３中隊 学校服務
歩兵第30連隊留守隊 高田 留守隊本部 第３大隊 第９～第11中隊 学校服務
騎兵第２連隊留守隊 仙台 留守隊本部 第２中隊 学校服務
野砲兵第２連隊留守隊 仙台 留守隊本部 第３大隊 第７・第８中隊 学校服務
工兵第２大隊 仙台 大隊本部 第１・第３中隊 学校服務
独立山砲兵第１連隊 高田 連隊本部 第１・第２大隊 第１～第４中隊 学校服務























































































































































俸給 17,771 （8.5） 38,786 （8.9） 284,613 （38.0） － － － － － － － － － － － － － －
需品費 11,016 （5.3） 45,892 （10.5） 25,299 （3.4） 25,422 （5.5） 32,556 （6.6） 38,171 （9.6） 51,068 （13.3） 3,300 （16.5） 5,187 4,508 410 703
郵便電信費 1,464 （0.7） 3,075 （0.7） 2,744 （0.4） 3,232 （0.7） 2,118 （0.4） 1,835 （0.5） 2,382 （0.6） 1,600 （8.0） 3,400 1,860 － －
糧秣費 55,900 （26.6） 159,901 （36.6） 186,685 （24.9） 159,760 （34.8） 158,432 （32.0） 132,290 （33.4） 150,710 （39.2） 2,000 （10.0） 5,652 9,100 1,190 1,599
被服費 － － 1,765 （0.4） 1,863 （0.2） 2,571 （0.6） 3,135 （0.6） 2,214 （0.6） 2,025 （0.5） 6,791 （33.9） 470 197 － －
兵器費 8,224 （3.9） 6,835 （1.6） 4,480 （0.6） 16,356 （3.6） 8,728 （1.8） 8,425 （2.1） 6,857 （1.8） － － 49,800 840 － －
馬匹費 500 （0.2） 3,949 （0.9） 1,307 （0.2） 1,263 （0.3） 2,627 （0.5） 645 （0.2） 1,240 （0.3） － － 6,441 1,125 － －
演習費 － － － － 1,152 （0.2） 732 （0.2） 414 （0.1） 1,820 （0.5） 100 （0.0） － － － － － －
患者費 － － － － － － － － 400 （0.1） － － 7 （0.0） 1,800 （9.0） 3,350 2,411 551 938
運輸費 14,109 （6.7） 51,724 （11.8） 116,233 （15.5） 141,199 （30.8） 160,619 （32.5） 74,514 （18.8） 86,979 （22.6） 50 （0.2） 630 1,870 1 0
築造費 3,094 （1.5） 10,304 （2.4） 16,280 （2.2） 32,240 （7.0） 69,698 （14.1） 55,907 （14.1） 12,308 （3.2） － － － 443 － －
旅費 － － 9,921 （2.3） 11,293 （1.5） 6,810 （1.5） 735 （0.1） 1,705 （0.4） 3,275 （0.9） 2,000 （10.0） 2,306 9,710 685 1,048
傭給 8,766 （4.2） 19,740 （4.5） 23,048 （3.1） 30,757 （6.7） 33,939 （6.9） 45,420 （11.5） 27,861 （7.3） 2,280 （11.4） 8,158 956 － －
諸手当 － － － － 840 （0.1） 102 （0.0） － － 4,020 （1.0） 2,180 （0.6） － － － － － －
雑費 85,936 （41.0） 85,509 （19.5） 72,032 （9.6） 38,083 （8.3） 31,291 （6.3） 29,093 （7.3） 37,056 （9.6） 200 （1.0） 600 1,479 6 1
機密費 2,000 （1.0） － － － － － － 600 1,479 6 1 － － － － － － － －





























師団司令部 請負賄・糧秣費 10,500 請負賄・加給品 5,358 請負賄・加給品 7,880
歩兵第３旅団司令部 請負賄料 1,889 請負賄料 750 請負賄 1,800
歩兵第15旅団司令部 賄料・間食・加給品 3,395 賄料・加給品 3,654 請負賄・加給品・燕麦・干草 10,280
歩兵第４連隊 副食物・加給品代・温浴用燃料代 24,000 副食物・加給品 18,125 副食物及び燃料代・加給品・糧秣現地調弁 22,620
歩兵第29連隊 部隊自炊・請負賄・加給品・弁当 24,636 部隊自炊・請負賄・加給品・弁当給食 15,872 部隊自炊・鉄道輸送間弁当・加給品 29,050
歩兵第16連隊 賄料・加給品（清酒・煙草）・臨時飲食物 32,615 賄料・臨時飲食物・加給品 16,755 賄料・臨時飲食物・鉄道輸送間弁当代・加給品 38,884
歩兵第30連隊 賄料・馬糧 30,298 賄料・馬糧 16,522 賄料・馬糧・加給品・増給 21,135
野砲兵第２連隊 賄料 14,828 賄料 7,316 賄料 14,020
工兵第２大隊第２中隊 賄料・加給品・馬糧 4,146 賄料・加給品 2,405 賄料 3,500
通信隊 部隊自炊・賄料・請負賄 5,037 請負賄・加給品 3,330 請負賄代・加給品代 6,592
哈爾賓兵站部 請負賄・加給品代 464 請負賄・加給品 792 －
騎兵第２連隊 糧秣費 8,088 － －
経理部 － 高粱・干草・藁 400 －
計 159,896 91,279 155,761
８・９月分 10・11月分 12・１月分
師団司令部 請負賄・加給品 6,880 請負賄・加給品 6,360 請負賄・加給品・部隊自炊賄料 7,258
歩兵第3旅団司令部 請負賄料 2,658 請負賄料 2,934 請負賄料（司令部給食） 1,860
歩兵第15旅団司令部 請負賄料・加給品 5,025 請負賄料・加給品・増給品 6,225 請負賄料・加給品代・増給代 3,755
歩兵第4連隊 副食物及び燃料代・加給品・請負賄 26,900 副食物及び燃料・夜間勤務者夜食等 21,619 副食物及び燃料代・夜間勤務者夜食代・請負賄 23,646
歩兵第29連隊 部隊自炊・鉄道輸送間弁当 26,676 部隊自炊・鉄道輸送間弁等 26,676 部隊自炊・鉄道輸送間弁当・夜間勤務者夜食 26,276
歩兵第16連隊 賄料・臨時飲食代・輸送間弁当代等 37,067 賄料・増給・輸送間弁当代・粟稗 29,996 賄料・増給代・輸送間弁当代 33,398
歩兵第30連隊 賄料・馬糧・加給品・増給 2,200 賄料・馬糧 12,940 賄料・馬糧 8,494
野砲兵第２連隊 賄料 16,000 賄料・馬糧 16,000 賄料・弁当代・増給代 16,900
工兵第２大隊第２中隊 賄料 1,760 賄料 1,200 賄料・加給品 3,905
通信隊 請負賄・増給品代 5,394 賄料・増給品代 1,530 請負賄・増給品代 5,394
哈爾賓兵站部 － － －
騎兵第２連隊 賄料 3,891 賄料 3,891 賄料 7,224
経理部 － － －
衛生班 賄料・請負賄料・増給・加給品代 2,708 2,918 賄料・請負賄料 2,696
乗馬討伐隊 － － 部隊自炊賄料・馬糧 2,283






司令部 自動車借上代（10台） 梱包材料・荷札等 117
歩兵第15旅団司令部 馬車借上代（100台） 借上馬車賃・鉄道賃 1,119
歩兵第４連隊 莚（500枚） 荷物運搬車輌（１カ月1015台） 5,669 荷物運搬馬車・トラック等 5,230
歩兵第29連隊 縄（200個） 莚・縄・空箱・馬車賃・自動車賃・汽車賃 992 梱包材料用莚・縄等 7,722
歩兵第16連隊 荷馬車（1800輌） 9,900 荷馬車 9,900
歩兵第30連隊 荷馬車賃（750輌）・梱包材料 3,470 荷馬車・梱包材料等 2,170
野砲兵第２連隊 大行李馬車・梱包費 4,600 大行李馬車・梱包費等 1,850
工兵第２大隊第２中隊 大行李用荷馬車・石炭運賃 1,496 荷馬車等・荷造材料等 1,100
騎兵第２連隊 馬車代 2,972 賄料 3,500
経理部 乗合自動車・乗用自動車・貨物自動車・荷馬車 16,160 糧秣運搬費・乗合自動車・乗用自動車等 27,545
臨時通信隊 荷馬車（延300台）・客馬車（延80台）・梱包用莚 1,285 荷馬車等 607








































































































































歩兵第77連隊 平壌 第１～第３大隊 第１～第３・第５～第７・第９～第11中隊 機関銃隊
第１守備隊
歩兵第78連隊 龍山 第１～第３大隊 第１～第３・第５～第７・第９～第11中隊 機関銃隊
第２守備隊
歩兵第40旅団司令部 龍山
歩兵第79連隊 龍山 第１～第３大隊 第１～第３・第５～第７・第９～第11中隊 機関銃隊
歩兵第80連隊 大邱 第１～第３大隊 第１～第３・第５～第７・第９～第11中隊 機関銃隊
騎兵第28連隊 龍山 第１・第２中隊
野砲兵第26連隊 龍山 第１～第３大隊 第１～第２・第４～第５・第７～第８中隊 高射砲隊
馬山重砲兵大隊 馬山 第１～第２中隊
工兵第20大隊 龍山 第１～第２中隊































歩兵第77連隊 連隊本部 第２・第３大隊 第５～第７・第９～第11中隊























































31年12月分 32年1月分 ４・５月分 ６・７月分 ８・９月分 10・11月分 12月・33年１月分
俸給 － － － － 12,021 （19.2） 10,933 （29.0） － － － － － －
需品費 201 （0.3） 156 （0.1） 1,597 （2.6） 1,614 （4.3） 3,918 （1.8） 10,371 （5.0） 4,416 （1.4）
郵便電信費 980 （1.5） 1,540 （1.1） 3,298 （5.3） 3,785 （10.1） 2,804 （1.3） 460 （0.2） 2,700 （0.8）
糧秣費 1,109 （1.7） 8,455 （13.5） 9,987 （26.5） 178,953 （81.5） 104,836 （50.6） 255,063 （79.3） － －
被服費 － － － － － － － － 672 （0.3） 393 （0.2） 650 （0.2）
兵器費 61 （0.1） 42 （0.0） 90 （0.1） 800 （2.1） 1,800 （0.8） 2,707 （1.3） － －
馬匹費 80 （0.1） － － 447 （0.7） 240 （0.6） 600 （0.3） 670 （0.3） 733 （0.2）
演習費 － － － － － － － － － － － － － －
患者費 － － － － 2,355 （3.8） 776 （2.1） 3,947 （1.8） 2,088 （1.0） 2,649 （0.8）
運輸費 58,284 （90.7） 130,578 （90.4） 17,867 （28.5） 5,283 （14.0） 13,174 （6.0） 73,230 （35.3） 45,071 （14.0）
築造費 － － － － － － － － － － － － 100 （0.0）
旅費 2,943 （4.6） 2,724 （1.9） 5,123 （8.2） 3,135 （8.3） 5,714 （2.6） 2,017 （1.0） 4,601 （1.4）
傭給 130 （0.2） 5,195 （3.6） 1,273 （2.0） 1,067 （2.8） 4,440 （2.0） 4,251 （2.1） 3,283 （1.0）
諸手当 － － － － 6,923 （11.1） 1,895 （5.0） 2,380 （1.1） 2,440 （1.2） 1,035 （0.3）
接待費 － － － － 1,740 （2.8） － － － － 910 （0.4） － －
雑費 633 （0.1） 4,274 （3.0） 2,407 （3.8） 135 0.4） 1,203 （0.5） 2,986 （1.4） 1,491 （0.5）


























































































































1932年３月分 ４月分 ５月分 ８・９月分 10・11月分 12月・33年１月分
俸給 － 27,800 29,205 － － －
需品費 26,601 16,670 6,301 14,535 29,262 31,210
郵便電信費 1,741 2,375 2,520 4,250 4,075 4,790
糧秣費 68,498 64,380 19,252 26,758 50,616 38,145
被服費 740 760 250 2,280 1,619 2,134
兵器費 510 3,259 382 5,665 15,649 －
馬匹費 1,053 510 200 225 － －
演習費 － － 5,070 － － －
患者費 2,691 1,335 1,575 7,374 2,635 2,308
運輸費 26,381 12,062 5,650 75,900 24,445 21,350
築造費 5,125 4,247 555 － － 11,520
旅費 1,330 4,517 1,567 10,830 8,251 6,198
傭給 17,538 16,438 7,332 9,471 9,468 8,795
諸手当 － － － － 670 4,900
接待費 － 2,200 － 900 700 －
雑費 12,393 9,640 3,747 3,768 5,719 5,650






























































































俸給 － － 38,000 4,100 － 78,746 － － － － － － － －
需品費 332 243 4,300 200 711 15,908 3,765 20,273 － 34,075 26,221 418 32,775 9,899
郵便電信費 186 528 1,500 100 － 5,645 990 4,147 － 3,358 2,618 16 5,535 3,221
糧秣費 － 28 21,500 1,800 － 63,458 6,370 75,497 － 73,457 71,127 397 67,143 60,738
被服費 248 － 1,500 － － 2,726 － 4,039 － 2,520 1,838 － 3,453 2,353
兵器費 － － 750 － － 3,588 530 6,239 － 8,446 8,955 － 14,881 11,963
馬匹費 － 500 450 100 － 1,216 500 890 － 670 730 － 402 9,921
演習費 － － － － － － － － － － － － 0 3,000
患者費 97 171 500 150 － 7,274 － 4,596 － 2,835 1,787 － 1,564 2,097
運輸費 618 7 3,500 500 2,637 31,982 11,738 49,298 － 47,015 27,430 272 25,068 26,981
築造費 － － 100 － 561 5,626 800 4,453 － 4,580 10,766 － 3,638 14,821
旅費 825 2,509 1,000 － 8,445 2,414 631 － 9,246 12,892 11,836 386 11,882 14,801
傭給 40 318 1,040 300 3,330 10,569 － 19,106 － 15,666 16,133 136 19,421 7,976
諸手当 － 225 17,640 1,860 2,730 23,590 1,060 － 3,792 2,567 1,027 370 2,915 －
接待費 － － － － － 2,000 － － 2,250 800 800 － － 600
雑費 179 623 4,000 4,650 1,198 27,034 5,300 12,332 － 7,332 10,417 717 15,018 7,451
計 2,527 5,154 95,780 13,760 19,613 281,779 32,485 200,876 15,288 216,213 191,690 2,715 203,702 175,817
出所：第19師団「満州事件費使用方の件」（1932年３月分＝C04011202600, ４・５月分（Ａ）＝C04011261100, ４月分（Ａ）
＝C04011256200, ４月分（Ｂ）＝C04011256900, ５月分＝C04011300500, ４・５月分（Ｂ）＝C04011419000, ５・６・７月分
＝C04011349100, ８・９月分（Ａ）＝C0401140570, ８・９月分（Ｂ）＝C04011405600, 10-11月分＝04011464000, 12-1月分＝












































　 昭 和 ６ 年11月16日　 参 謀 本 部 第 一 課 」
（C12120037100）　477～479頁。ただし，騎兵
連隊は，表１と表２によれば，満州と留守部
隊に各１中隊が配備されていることになって
いる。
⑶　日本側は，錦州占領以後32年４月までの期
間にいわゆる「匪賊」を，（1）張学良の「操縦」
しつつあるもの約４万人　（イ）東北抗日義勇
軍，（ロ）東北国民愛国軍，　（ハ）東北抗日愛
国軍，（ニ）熱河義勇軍，（ホ）大刀会，（ヘ）
紅槍会，（2）東支鉄道南部全体にわたり活動
するもの約４万人，（3）吉林東部及び北部で
活動するもの約１万2000人，（4）満州新政権
に反対する各種集団約７万人と区分し，その
総計を約12万人と把握していた（外務省亜細
亜局第１課『昭和７年５月　最近支那関係問
題摘要（第62議会用）　満州事変関係（第１巻
　満州状況）』（B13081222300），50～51頁。
⑷　以下の記述は，第２師団長・多門二郎の
1933年１月21日付陸軍大臣・荒木貞夫宛の「上
奏の件報告」（C04011543900）による。
⑸　拙稿「『満州事件費』はどのように使われた
か（1）」（『北星論集』第52巻第２号，2013年）
218頁の表３。
⑹　「賄料定額指定ニ関スル件報告」（C04012513400）
⑺　「時局の為特に要する経費使用の件」（C04011202400）
⑻　12月分はC04011107600，1月分はC04011138800。
⑼　C04011489400。
⑽　以下は，第20師団長・室兼次の1932年６月
16日付陸相荒木貞夫宛の「上奏書写提出の件
報告」（C04011334500）による。
⑾　前掲『最近支那関係問題摘要』，10～11頁。
⑿　「昭和７年５月12日陸軍省発表　第20師団
司令部　混成第39旅団　作戦行動の概要」
（A03023779400）
⒀　９月の混成第39旅団に続いて，10月には第
８師団からなる混成第４旅団が派遣された。
同旅団は，歩兵第５連隊（青森）第３大隊，
歩兵第31連隊（弘前）第２大隊，歩兵第17連
隊（秋田）第３大隊，歩兵第32連隊（山形）
第２大隊，騎兵第８連隊，野砲兵第８連隊第
１大隊，通信隊，衛生班の各部隊からなって
いた。（「混成第４旅団職員表　昭和６年12月
25日調」（C13070937100）
⒁　前掲「関東軍装備概況表」482～483頁。なお，
この集計でも38式歩兵銃や軍刀，弾薬は入っ
ていないが，満州事変以前の1931年３月には，
関東軍及び第２・第19・第20の各師団に38式
歩兵銃がそれぞれ280・280・480・480挺，30
年式銃剣が280・280・480・480振の「特別交換」
が行なわれている。またその経費は陸軍省所
管の「軍事費」中「兵器費」であった（「兵器
特別交換ノ件」C01006463300）。
　　また同年７月には，第19，第20師団の歩兵
連隊定員増加部隊の応急用として第19師団（歩
兵第73～76連隊）に32年式軍刀17振と30年
式銃剣1009振が，第20師団（歩兵第77，78連
隊）に32年式軍刀16振，30年式銃剣972振が
─ 13 ─
「満州事件費」はどのように使われたか（2）
「特別支給」されている（「兵器特別支給ノ件」
（C01006466900）。
　　各軍はこれらの兵器を含めて戦闘を行なっ
たのであり，故障や損傷，簒奪にあわなけれ
ば新規の兵器費は維持費と弾薬費のみとなる。
本稿で検討した第２師団や朝鮮軍の満州事件
費において，兵器費が極めて少額であるのは
関東軍の兵器費に肩代わりされているからで
あろう。なお，1933（昭和８）年度から計上
される「兵備改善費」は，在満兵力の充備費
が一部あるが，ワシントン条約の改訂に備え
た海軍費が主であり（小島経済研究所編『膨
張財政の建設的役割』1934年），満州事変によ
る軍拡とは直接関係がない。
⒂　以下は，歩兵第38旅団長・依田四郎の1933
年１月23日付の「上奏書写」（04011544000）
による。

